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東北森林管理局における岩手県沿岸北部を震源とする地震

への対応について（第１報）

７月２４日０時２６分頃に発生した、岩手県沿岸北部を震源とする地震につ

いて、東北森林管理局では地震災害対策室を設置し、以下の対応を行っている

ところです。

１ 被害状況の把握

青森県太平洋側、岩手県、宮城県内の国有林について、被害状況の把握と応

急対策を実施するため、各森林管理署・支署において１８６名体制で現地調査

を行いました。本日１７時までのところ、林地崩壊の発生などは確認されませ

んでした。

※速報版につき、今後修正が行われる場合があります。

（青森県内国有林）

署名 調査人数 現地調査結果の概況

下北森林管理署 13名 特段の被害なし

三八上北森林管理署 17名 国道102号線（奥入瀬渓流付近）への落石（青森県により対応済み）、その他の被害なし

（岩手県内国有林）

署名 調査人数 現地調査結果の概況

岩手北部森林管理署 19名 特段の被害なし

三陸北部森林管理署 17名 林道9路線で落石や法面の崩壊（危険箇所表示済み）、その他の被害なし

久慈支署 8名 林道6路線で落石等（復旧方策検討中）、その他の被害なし

三陸中部森林管理署 12名 特段の被害なし

盛岡森林管理署 27名 特段の被害なし

岩手南部森林管理署 13名
林道1路線で法面崩壊（国道343号線祭畤集落迂回路）により通行止め（復旧作業中）、
その他の被害なし

遠野支署 15名 特段の被害なし

（宮城県内国有林）

署名 調査人数 現地調査結果の概況

宮城北部森林管理署 38名 特段の被害なし

仙台森林管理署 7名 特段の被害なし



２ 復旧対策

６月の岩手・宮城内陸地震により被災した国道342号線の迂回路として共用

している、桂沢林道の法面の一部が崩壊し、本日通行止めとなりました。

岩手南部森林管理署においては、現地の状況を確認するとともに、崩土を除

去する復旧工事を開始しました。明日以後も、斜面上部も含め、崩土及び不安

定土砂の除去を続け、早期の回復を図る予定です。

国道342迂回路 桂沢林道の崩壊除去作業（7月24日）

３ 今後の対応

引き続き情報の把握に努めるともに、天候不順のため本日延期となったヘリ

コプターによる被害状況の調査を明日25日に予定しています。今後も新しい情

報について、引き続きお知らせすることとしています。
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